











































































































































































　G e C Milanesi, 1859, Il Libro Dell’Arte, o Trattato della 




































































































































































































14 　Magnalia Scudieri, 2016, la Crocifissione dell’
Angelico a San Marco; quarant’annni dopo l’intervento 
della salvezza Indagini, restauri, riflessioni, Quaderni 
dell’Ufficio e Laboratorio Restauri di Firenze—Polo 































































































































































































































































写真31　（ 図 版 出 典：PiieroTorriti, “Simone Martini” 
Giunti, art dossier,）
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を認識することは不可能である。
おわりに
　本稿では、イタリア後期ゴシック期を中心と
したフレスコ画におけるストゥッコ技法を俯瞰
しつつ、2015年より同時期のシエナ派に焦点を
絞り調査を行ってきたその調査の概要を記し
た。最後に、これまでの調査研究を踏まえ、今
後の研究計画の概略を述べ、本稿を閉じたい。
　研究計画の１つ目は、シエナ派の画家の中で
も画力、ストゥッコ技法とも特筆すべきシモー
ネ・マルティーニのアッシジ、サン・フランチ
ェスコ教会上院に描かれた『聖アグネス』を忠
実な復元模写に挑みたい。この模写を通して、
描写とストゥッコ技法を併用した作品の制作プ
ロセスを解明する。２つ目は、マルティーニの
円光装飾パターンの分類と整理することで、聖
人にあわせた模様パターンが浮彫になるのでは
ないかと考えている。この研究については、フ
レスコに限らずテンペラ作品の調査も行う。ア
ビニヨンの作品について、劣化が酷い円光スト
ゥッコの図像装飾を解明する。３つ目に、同じ
くマルティーニのアビニヨン時代の円光内の模
様パターンを明らかにすることである。わずか
に残ったストゥッコ形跡から当初の造形を復元
できたらと考えている。
付記
　本研究は JSPS科研費17H02016の助成を受け
たものです。
